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本
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
平
成
30
年
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
自
身
は
出
張
先
の
道
東
で
遭
遇
し
た
。
か
つ
て

旅
行
し
た
ネ
パ
ー
ル
で
は
停
電
が
毎
日
の
よ
う
に
発

生
し
夜
は
ペ
ン
ラ
イ
ト
が
必
需
品
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
か
こ
の

日
本
で
発
生
す
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
街

の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
は
食
料
や
水
が
無
く
な
り
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
大
行
列
。
幸
い
な
が
ら
レ
ン
タ
カ
ー
の
給

油
も
で
き
、
地
震
発
生
の
翌
日
に
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
出
来
た
。

改
め
て
日
頃
の
備
え
や
避
難
場
所
の
事
前
確
認
が
大
事
で
あ
る

と
感
じ
た
。
皆
さ
ま
方
は
、
水
や
食
料
、
ラ
イ
ト
や
ラ
ジ
オ
な

ど
し
っ
か
り
用
意
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
？

　

お
砂
糖
に
携
わ
っ
て
い
る
身
で
も
、
備
蓄
食
料
に
お
砂
糖
を

準
備
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
備
え
の
な
か
に
ち
ょ
っ
と
だ
け

お
砂
糖
（
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー
等
）
を
忍
ば
せ
て
お
い
て
、

大
事
な
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
用
意
し
て
お
こ
う
か
と
考

え
て
い
る
。
昨
今
お
砂
糖
は
悪
者
扱
い
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、

本
来
の
元
気
の
源
と
し
て
非
常
時
に
こ
そ
役
立
っ
て
欲
し
い
と

切
に
願
っ
て
い
る
。

　

さ
て
平
成
最
後
の
年
、
て
ん
菜
の
出
来
秋
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
。
今
年
も
「
雨
」
に
悩
ま
さ
れ
、
や
き
も
き
し
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
中
身
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
甘
い
（
糖

分
の
高
い
）
て
ん
菜
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
は
期

待
し
て
い
る
。

　

最
後
に
私
の
願
い
事
を
３
つ
ほ
ど
。
農
家
の
皆
様
方
が
無
事

に
収
穫
と
出
荷
が
出
来
ま
す
よ
う
に
、
製
糖
工
場
が
事
故
無
く

た
く
さ
ん
の
砂
糖
を
製
造
出
来
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
来
年
以

降
、
て
ん
菜
作
付
面
積
と
お
砂
糖
の
消
費
量
が
益
々
増
加
し
ま

す
よ
う
に
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
・
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
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７
月
17
日
（
火
）
ハ
ー
ブ
＆
ク
ッ
キ
ン

グ
ル
ー
ム
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
に
て
「
シ
ュ
ガ
ー
セ

ミ
ナ
ー
北
海
道
の
て
ん
菜
と
砂
糖
を
知
る

勉
強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

砂
糖
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た

め
、
料
理
講
師
、
栄
養
士
、
パ
ン
講
師
な

ど
の
指
導
者
層
を
対
象
に
、
て
ん
菜
と
て

ん
菜
糖
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
17
名
の

シ
ュ
ガ
ー
セ
ミ
ナ
ー
北
海
道
の

て
ん
菜
と
砂
糖
を
知
る
勉
強
会

協
会
の
普
及
啓
発
活
動

　

８
月
25
日
（
土
）
札
幌
市
ス
ポ
ー
ツ
交

流
施
設
つ
ど
ー
む
に
て
、
食
育
イ
ベ
ン
ト

「
食
べ
る
・
た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
in
札
幌
」
が
開
催
さ
れ
、
北
海

道
の
お
い
し
い
「
食
」
や
地
産
地
消
の
大

切
さ
を
消
費
者
に
伝
え
る
た
め
、
道
内
の

生
産
者
や
メ
ー
カ
ー
、
行
政
、
学
校
な
ど

が
出
展
し
、
ク
イ
ズ
や
料
理
な
ど
の
参
加

型
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
当
日
は

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
１
万
人
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
農
畜
産
業
振
興
機
構
札
幌
事

食
べ
る
・
た
い
せ
つ

　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
in
札
幌

務
所
と
参
加
し
、
来
場
者
に
て
ん
菜
や
て

ん
菜
糖
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

て
ん
菜
の
播
種
か
ら
砂
糖
に
な
る
ま
で

の
映
像
に
加
え
、て
ん
菜
の
実
物
も
展
示
、

砂
糖
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

顕
微
鏡
に
よ
る
砂
糖
結
晶
の
観
察
、
綿
菓

子
づ
く
り
体
験
な
ど
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
て
ん
菜
と
て
ん
菜
糖
に
関
す
る

ク
イ
ズ
を
行
い
、
来
場
者
に
、
て
ん
菜
・

て
ん
菜
糖
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
場
面
で
、
て
ん
菜
と
て

ん
菜
糖
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、参
加
者
か
ら
は「
砂

糖
に
対
す
る
意
識
は
良
い
も
の
に
変
わ
っ

た
」「
今
後
正
し
い
知
識
を
伝
え
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
た
、
食
と
健
康
に
関
心

の
深
い
プ
ロ
の
方
々
に
は
、
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
独
自
講
座
に
よ
り
情
報
を
発
信
し
て
も

ら
い
ま
す
が
、
当
協
会
か
ら
も
必
要
に
応

じ
講
師
対
応
や
関
係
資
料
の
提
供
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
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勉
強
会
で
は
、
砂
糖
の
歴
史
、
砂
糖
の

種
類
、
て
ん
菜
の
生
育
、
て
ん
菜
糖
の
製

造
、
砂
糖
の
働
き
、
砂
糖
と
暮
ら
し
の
関

わ
り
な
ど
に
つ
い
て
、
協
会
よ
り
説
明
。

　

体
験
学
習
で
は
、
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖

に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ
、
砂
糖
を
使
っ
た

割
れ
に
く
い
シ
ャ
ボ
ン
玉
づ
く
り
、
綿
菓

子
づ
く
り
、
顕
微
鏡
に
よ
る
砂
糖
の
結
晶

観
察
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

授
業
に
参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
「
砂

糖
に
い
ろ
い
ろ
な
秘
密
が
あ
る
こ
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。」「
顕
微
鏡
で
見
た
砂
糖
は

す
ご
か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
小
学
校
で
は
製
糖
工
場
の
見
学

も
予
定
し
て
お
り
、
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖

へ
の
興
味
を
よ
り
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

出
前
授
業

　

10
月
12
日
（
金
）
伊
達
市
立
伊
達
小
学

校
に
て
、
３
年
生
２
ク
ラ
ス
を
対
象
に
、

て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
・
砂
糖
に
係
る
勉
強

会
と
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
伊
達

市
は
北
海
道
糖
業
株
式
会
社
道
南
製
糖
所

の
所
在
地
で
あ
り
、
小
学
生
に
、
地
域
を

支
え
て
い
る
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
一
層
の
理
解
促

進
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

て
ん
菜
協
会
が
実
施
し
た
も
の
で
、
当
日

は
農
畜
産
業
振
興
機
構
札
幌
事
務
所
か
ら

も
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企
画
調
整
専
門
部
会
現
地
圃
場
調
査

　
（
９
月
３
〜
４
日

十
勝
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
調
査
）

品
種
試
験
及
び
そ
う
根
病
現
地
調
査

　
（
９
月
21
〜
27
日
）

糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
操
業
前
点
検

　
（
９
月
19
〜
28
日

　
　

全
道
６
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
）

上
半
期
末
監
事
監
査
（
10
月
10
日
）

第
５
回
理
事
会
（
11
月
１
日
）

て
ん
菜
受
渡
等
現
地
調
査

　
（
11
月
１
日
道
南
・
士
別
地
区
２
製
糖
所
）

糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
立
入
点
検

　
（
稼
働
期
間
中
に
２
回
実
施
予
定
）

協
会
の
動
き

—

９
月
〜
11
月—

（
今
後
の
予
定
含
む
）

　

平
成
30
年
度

　

製
糖
所
・
工
場
操
業
開
始
日
程

日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会
社

　

芽
室
製
糖
所	

10
月
14
日

　

美
幌
製
糖
所	

10
月
14
日

　

士
別
製
糖
所	

10
月
17
日

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　

中
斜
里
製
糖
工
場	

10
月
14
日

　

清
水
製
糖
工
場	

10
月
19
日

北
海
道
糖
業
株
式
会
社

　

北
見
製
糖
所	

10
月
18
日

　

道
南
製
糖
所	

10
月
18
日

　

本
別
製
糖
所	

10
月
17
日
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７
月
18
日
北
農
ビ
ル
（
札
幌
市
）
に
お

い
て
、
第
16
回
て
ん
菜
研
究
会
（
技
術
研

究
発
表
会
・
定
例
総
会
）
が
開
催
さ
れ
、

各
研
究
機
関
・
糖
業
者
・
生
産
者
団
体
等

か
ら
約
１
２
０
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

技
術
研
究
発
表
会
で
は
育
種
・
品
種
関

係
が
５
課
題
、
栽
培
関
係
が
２
課
題
、
病

害
虫
関
係
が
３
課
題
、
合
計
10
課
題
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
課
題
も
て
ん
菜
の

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
大
変
興

味
深
く
、
多
数
の
質
問
・
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
講
演
と
し
て
、
十
勝
農
業
試

験
場
栢
森
研
究
主
任
よ
り
「
テ
ン
サ
イ
褐

斑
病
に
お
け
る
近
年
の
耐
性
菌
事
情
」
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
本
講
演
に
お

い
て
、
Ｑ
Ｏ
Ｉ
剤
、
Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
、
カ
ス
ガ

マ
イ
シ
ン
剤
の
耐
性
菌
が
道
内
に
広
く
分

布
し
て
い
る
事
お
よ
び
当
面
の
対
策
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

て
ん
菜
協
会
で
は
、
て
ん
菜
の
優
良
品

種
認
定
に
向
け
て
各
種
品
種
試
験
を
北
海

道
立
総
合
研
究
機
構
に
委
託
し
、
道
内
各

地
で
生
産
力
検
定
試
験
・
病
害
抵
抗
性
検

定
試
験
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
適

切
な
時
期
に
各
試
験
圃
場
を
試
験
関
係
者

に
て
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
．
生
産
力
検
定
試
験

　

道
内
５
カ
所
で
実
施
。
各
品
種（
系
統
）

の
収
量
・
糖
分
の
性
能
等
を
検
定
す
る
。

２
．
現
地
検
定
試
験

　

道
内
３
カ
所
で
実
施
。
現
地
圃
場
に
お

い
て
各
品
種
（
系
統
）
の
現
地
適
応
性
等

を
検
定
す
る
。

第
16
回

て
ん
菜
研
究
会
開
催

て
ん
菜
品
種
試
験

現
地
調
査

北見農試試験圃場真狩村試験圃場

３
．
病
害
抵
抗
性
検
定
試
験

　

農
業
試
験
場
の
特
別
な
圃
場
又
は
特
殊

な
試
験
方
法
に
て
各
品
種
（
系
統
）
の
そ

う
根
病
・
褐
斑
病
・
根
腐
病
・
黒
根
病
抵

抗
性
お
よ
び
抽
苔
耐
性
を
そ
れ
ぞ
れ
検
定

す
る
。

黒根病抵抗性「強」品種

〈黒根病抵抗性検定試験収穫調査結果〉

黒根病抵抗性「やや弱」品種



（5）　	130号	 てん菜協会だより	 平成30年10月

　

10
月
５
日
に
、
平
成
30
年
産
て
ん
菜
の

生
産
見
込
数
量
（
８
月
20
日
現
在
）
が
、

道
農
政
部
生
産
振
興
局
農
産
振
興
課
か
ら

上
表
の
と
お
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

の
現
在
ま
で
の
て
ん
菜
の
生
育
等
の
概
略

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
年
作
付
面
積
は
、
５
７
、２
０
８
ha

と
前
年
を
９
３
０
ha
下
回
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
産
て
ん
菜
の
作
付
面
積

　

本
年
春
先
の
農
作
業
は
、
５
月
上
旬
の

降
雨
等
に
よ
り
一
時
中
断
し
た
が
、
概
ね

順
調
に
推
移
し
、
初
期
生
育
は
良
好
で
あ

り
ま
し
た
が
、
６
月
以
降
の
降
雨
と
低
温

に
よ
り
生
育
は
停
滞
し
、
一
部
で
湿
害
も

発
生
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
状
況
か
ら
、
８
月
20
日
現
在
生

産
見
込
数
量
は
、
ha
当
た
り
収
量
で
平
年

お
よ
び
昨
年
を
下
回
る
61
ト
ン
と
な
っ
て

お
り
、
全
道
生
産
量
は
３
４
９
万
１
０
０

０
ト
ン
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

て
ん
菜
の
生
育
状
況

平
成
30
年
産
て
ん
菜
生
産
見
込
数
量

（総合）
振興局

空　知

石　狩

後　志

胆　振

日　高

渡　島

檜　山

上　川

留　萌

宗　谷

オホーツク

十　勝

釧　路

根　室

合　計

平成29年産（実績）

作付面積 ha当たり
収量 生産量

508.68

1,164.90

1,295.89

1,512.21

37.68

157.81

285.38

3,528.00

199.84

－

23,481.94

25,556.54

292.07

117.90

58,138.84

ha

66.6

64.2

59.3

60.7

62.3

51.4

60.0

66.6

60.8

－

64.2

71.0

65.9

60.3

67.1

t/ha

33,883

74,798

76,804

91,729

2,347

8,115

17,127

234,910

12,155

－

1,508,503

1,814,209

19,245

7,108

3,900,932

t

平成30年産（見込）

作付面積 ha当たり
収量 生産量

507.02

1,230.63

1,280.02

1,491.74

38.32

174.74

292.39

3,546.34

203.35

－

22,967.34

25,065.51

293.74

117.40

57,208.54

ha

59.0

59.0

50.0

54.4

52.0

49.0

50.0

59.0

58.0

－

62.5

61.4

56.9

45.1

61.0

t/ha

60.61

61.01

57.67

59.22

57.99

52.04

58.54

60.11

46.11

－

60.56

64.72

60.22

51.64

62.08

t/ha

30,000

72,600

64,000

81,200

2,000

8,600

14,600

208,300

11,700

－

1,436,000

1,540,000

16,700

5,300

3,491,000

t

対前年比

作付面積 ha当たり
収量 生産量

99.7

105.6

98.8

98.7

101.7

110.7

102.5

100.5

101.8

－

97.8

98.1

100.6

99.6

98.4

％

88.6

91.9

84.4

89.7

83.5

95.3

83.3

88.6

95.4

－

97.3

86.6

86.4

74.8

90.9

％

88.5

97.1

83.3

88.5

85.2

106.0

85.2

88.7

96.3

－

95.2

84.9

86.8

74.6

89.5

％

参考：
平均単収（※）

※ 平均単収は、直近７か年のha当たり収量のうち最高、最低を除く５か年分の平均。

北海道農政部生産振興局農産振興課

平成30年産てん菜の生産見込数量（平成30年8月20日現在）
平
成
30
年
産
て
ん
菜
の
生
産
見
込
数
量

平
成
30
年
８
月
20
日
現
在　

北
海
道
農
政
部
農
産
振
興
課
発
表

　

そ
の
後
９
月
に
台
風
21
号
に
よ
る
大
雨

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
比
較
的
好
天
で

推
移
し
、
褐
斑
病
・
根
腐
病
・
西
部
萎
黄

病
な
ど
の
病
害
発
生
も
少
な
い
状
態
で
あ

り
、
10
月
１
日
現
在
の
北
海
道
農
政
部
発

表
の
て
ん
菜
の
生
育
状
況
は
、
遅
速
日
数

で
早
２
の
平
年
並
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
て
ん
菜
の
収
穫
・
受
渡
作
業
が

安
全
か
つ
順
調
に
進
む
こ
と
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。
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「
砂
糖
は
虫
歯
の
原
因
？
」

　

虫
歯
は
、
口
内
に
い
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

菌
、
食
物
の
中
の
糖
分
、
生
ま
れ
つ
き
の

歯
質
、
菌
が
繁
殖
す
る
時
間
の
４
つ
の
要

素
が
重
な
り
合
っ
て
起
き
ま
す
。

　

砂
糖
を
含
む
食
品
の
食
べ
か
す
が
長
時

間
口
の
中
に
残
る
と
細
菌
が
繁
殖
し
、
歯

の
表
面
の
エ
ナ
メ
ル
質
を
溶
か
す
物
質
を

出
す
こ
と
に
よ
り
虫
歯
に
な
り
ま
す
。

　

砂
糖
以
外
の
食
べ
物
を
食
べ
て
も
虫
歯

の
原
因
に
な
り
、
砂
糖
だ
け
を
そ
の
原
因

と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
す
。

　

虫
歯
を
防
ぐ
に
は
、
砂
糖
の
摂
取
を
控

え
る
と
い
う
よ
り
正
し
い
歯
磨
き
を
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「 

砂
糖
は
骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
溶
か

す
？
」

　
「
砂
糖
は
血
液
を
酸
性
に
し
、
そ
れ
を

中
和
さ
せ
る
た
め
に
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム

が
奪
わ
れ
る
」
と
い
う
説
が
あ
り
ま
し
た

が
、
砂
糖
が
血
液
を
酸
性
に
す
る
と
い
う

科
学
的
根
拠
は
な
く
明
ら
か
に
誤
り
で

す
。

「 

砂
糖
は
体
の
中
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
破

壊
す
る
？
」

　

砂
糖
を
は
じ
め
ブ
ド
ウ
糖
や
デ
ン
プ
ン

な
ど
の
糖
質
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

す
る
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
必
須
で
あ

り
、
砂
糖
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
全
く
含
ま

な
い
こ
と
も
事
実
で
す
が
、
ご
は
ん
や
パ

ン
、
麺
な
ど
の
穀
類
も
そ
れ
自
体
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
含
有
量
で
は
糖
質
代
謝
に
不
十

分
で
あ
り
、
副
食
か
ら
十
分
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
を
補
給
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
必
要
量
が
増
加
す
る

の
は
、
砂
糖
に
限
る
こ
と
で
は
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
砂
糖
だ
け
を
有
害
視
す
る

の
は
論
外
と
い
え
ま
す
。

「 

砂
糖
は
摂
取
し
や
す
く
効
率
の
よ
い
脳

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

　

脳
は
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
活
発

な
器
官
で
あ
り
、
そ
の
重
さ
は
体
重
の
わ

ず
か
２
％
し
か
な
い
の
に
対
し
、
全
身
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
18
％
も
消
費
し
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
他
の
臓
器
で
は
た
ん
ぱ
く

質
や
脂
肪
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
の
に
対

し
、
脳
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
ブ
ド
ウ

糖
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

　

ブ
ド
ウ
糖
は
、
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
炭

水
化
物
で
も
摂
取
で
き
ま
す
が
、
ブ
ド
ウ

糖
に
分
解
吸
収
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
の
に
対
し
、
砂
糖
は
消
化
吸
収
が
速

い
た
め
に
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
は

た
い
へ
ん
効
果
的
な
食
品
と
い
え
ま
す
。

「
精
神
の
安
定
に
役
立
つ
砂
糖
」

　

神
経
伝
達
物
質
で
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
に

は
、
精
神
を
安
定
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
肉
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質

に
含
ま
れ
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
か
ら
作
ら

れ
ま
す
が
、
脳
に
非
常
に
入
り
に
く
い
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
砂
糖
を
摂
取
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が

素
早
く
増
え
、
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
が
脳
の

中
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

〈
シ
リ
ー
ズ
〉砂
糖
豆
知
識
②

健
康
に
関
わ
る
砂
糖
へ
の

誤
解
と
俗
説

砂
糖
の
効
用

　

砂
糖
を
摂
る
と
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た

り
、
よ
く
眠
れ
た
り
す
る
の
も
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
が
増
え
て
精
神
が
安
定
す
る
か
ら
で

す
。

「
砂
糖
を
取
る
と
記
憶
力
が
高
ま
る
」

　

砂
糖
の
摂
取
が
記
憶
力
を
高
め
る
の
に

有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
実

験
は
、
世
界
中
で
い
く
つ
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
朝
食
を
食
べ
な
か
っ
た
人

で
は
、
ブ
ド
ウ
糖
を
摂
取
し
た
人
の
ほ
う

が
、
格
段
に
頭
の
回
転
が
速
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
実
験
で

も
人
口
甘
味
料
の
サ
ッ
カ
リ
ン
は
記
憶
力

に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
の
に
対

し
、
ブ
ド
ウ
糖
は
記
憶
力
を
向
上
さ
せ
る

働
き
が
あ
る
な
ど
の
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。


